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総
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総
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改

選

２５３１

一
〇

月

一
五

日

（
土

）

～

一
〇
月

二
九

日

（
土

）

～

井

平
成

二
八
年

一
〇

月

二
三

日

六

日

（
日
）

と

二

日
に
亘

り
、

三

〇

日

（
日
）

町
主
催

の
氏

郷

村

総
代

六

四
名

に
ご

出
席

を

頂

き

「
日
野

ま
ち
な

か
歴

史

散

策

と

ま

つ
り

に
出
店

し
、
今

年

は

町

鎌

掛

石
楠

花
渓

に
お

い
て
、

マ

秋

の
さ

じ
き
窓

ア
ー

ト
実

行
委

綿

向

山
頂

上

で

の
大

嵩

神

社

遷

野

ツ
枯

れ
被
害

の
状

況
確

認

に
併

員
会

」
主

催

に

よ

る

イ

ベ

ン
ト

宮
祭

の
様

子
や

、

四
季
折

々
の

日

せ

菌

山

巡
視

を
行

い
ま

し
た

長
さ

は
約

一
二

セ

ン
チ

に
協

力

し
、

組
合

事
務

所
駐

車

綿

向

山

の
魅

力

を

Ｐ

Ｒ
す

べ
く

、

。

近
年

、

マ
ツ
タ

ケ

の
発
生

が

重

さ

は
分

か
り

ま

せ

ん
。

場

で
は
、

子
ど

も
た
ち

を
対
象

写
真

展

示
な

ど
行

い
ま

し
た
。

激
減

し

て
お
り
、

マ
ツ
枯

れ
被

に
木

工
体

験
や

綿
菓

子
体

験

を

杭
材
な

ど

の
ご

注

文

は
組
合

新

年
明

け
ま

し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

害
や

獣
害

が
拍
車

を
掛

け
、

山

今

回

の
巡
視

に

よ
り
、

マ
ツ

行

い
ま

し
た
。

事
務

所
ま

で
お
問

い
合

わ

せ
下

組
合
員

の
皆
様

に
は
、
良

き

お
年
を

お
迎
え

の
こ
と
と

お

の
姿

も

以
前

と

は
様
変

わ

り

し

タ
ケ
を

収
穫

し

て
頂

い
た
事

で

「
綿
菓

子
体

験

」

は

子
ど

も

さ

い
。

慶

び
申

し
上
げ

ま
す
。

、
「

」

本

年

も
何

卒
宜

し
く

お
願

い
申

し
上
げ

ま
す
。

て

し
ま

い
ま

し
た
。

来

年
度

の
菌

山

販

売

に
活
気

が

た
ち

に
大

人
気

木

工
体

験

菌

山

入
札

会

を
行

っ
て
も
、

戻

り
、

少

し

で
も
組
合

員

の
皆

で
は
、

木

の
実

や

木
片

を
使

っ

さ

て
、
昨

年

は
基

本

理
念
や
行
動
指
針

を
策
定

し
、

そ
れ

不
落

（
購

入
者

が
無

い
）

と

な

様

に
喜

ん

で
頂

け

れ
ば

幸

い
で

た

ス
ト

ラ

ッ
プ
な

ど
、

大

人

に

に
基

づ
く
運
営

を
行

う
と

共

に
、

認
知
度

向
上
と
状
況
調
査

る
区

画
も

出

る
始

末

で
す

。

す

。

も

人
気

で
、

仮

設

テ

ン
ト
内

は

を

目
的

に

「
桟
敷
窓

ア
ー

ト
」
や

「
氏
郷

ま

つ
り

「
ふ

、

」
、

そ

の
よ
う

な

山

の
状

況
を
実

賑
や

か
な

ひ
と
と

き

で

し
た
。

平
成

八
年

に

一

一
月

一
〇

日

れ
あ

い
綿
向

山

Ｄ

ａ
ｙ
」
な
ど

の
イ

ベ

ン
ト

に
参
加
致

し
ま

際

に
ご

確

認
頂

こ
う

と
、

割

山

を

「
綿

向

山

の
日
」

に
制
定

さ

し
た
。

「

」

、

。

ま
た
、

一

一
月

の
業

界

月
刊

誌

に

は
、

私
ど

も

で
作
業

路

開

二
五

・
二
六

・
二
七

・
二
八

れ

早

二
〇
年

が
経

ち

ま

し
た

設
中

の
森

杜
産

業

田
邊

社

長

と

共

に
当
組

合

も

記
事

の
中

で

へ
入

山

し

て
頂

き
ま

し
た
。

組
合

員

の
皆
様

に
は
、

ど

の

紹
介

さ

れ
ま

し
た
。

約

二
時

間

あ

ま

り

の
短

い
時

参

加

者

六
名

よ
う

に

こ

の
日
と
関

わ

っ
て
頂

迎

え

ま

し
た

二
九
年

は
、

森

林

認
証

の
取

得

を

目
指

し
た

い

間

で
あ

り
、
皆

さ

ん
収
穫
な

く

預

け

札

四
名

い
て

い
ま
す

で

し

ょ
う

か

？
。

と
考

え

て
お
り

ま
す

。

ガ

ッ
カ

リ
さ

れ

て
お
ら

れ

ま

し

販
売

区

画

二

一
区
画

組
合

役
員

の
皆

様

に

は
、

早

た
が

、

お

一
人

の
総
代

様

か
ら

売
上
げ

額

朝

よ

り
終

日
、

登
山

口
に

お

い

昨
年

六
月

の
総

代
会

で
説

明

を
致

し
ま

し
た
森
林

認
証

で

一
四

九

，

六

〇

〇

収

穫
有

り

の
朗

報

が
あ

り

(

税

別

円)

て
、

登
山
者

と

の
交

流

と

組
合

す

が
、

県
も
認

証
取
得

を
普

及
す

べ
く
動
き
始

め
ら

れ
、

二

「

」

、

拍

手
が

湧
き
起

こ
り
ま

し
た
。

Ｐ
Ｒ
に
ご

尽
力
頂

き
ま

し
た
。

月

に
は
模

擬
形
式

で

の
認
証
取
得
研
修

会

が

私
ど
も
組
合

を

「
マ
ツ
タ
ケ

は
出
な

く
な

っ

平
成

四
年

の
売

上
げ

が
最

も

会

場

に
行

わ
れ
ま
す
。

た

と

は
言
わ

れ
な

が
ら

も

高

く

一
，

一
九

二
万
円
を

記
録

こ
れ
を
受

け

て
、

私
ど
も
組
合

も
本
年
末

ま

で
に
認
証
を

。
」

、

ど

こ
か

で
は

こ

っ
そ

り
見

つ
け

し
、

そ

の
後

下
落

が

続

く
中
、

し
く

お
願

い
申

し
上
げ

ま
す
。

取
得

す

る

べ
く
動

く

予
定

で
、
次

の
新

年
広
報

で
は
、｢

Ｓ
Ｇ

任
期

満

了

て
貰

う

の
を

待

っ
て

い
る

「
マ

今

年
度

も
最
安
値

を
更
新

し
た

な

お
、

任
期

は
三
年

間

と
な

Ｅ
Ｃ
森

林

認
証
を
取
得

し
ま

し
た
」

の
ご

報
告

が

で
き

る
よ

ツ
タ
ケ
」
が

あ

り

そ
う

で
す

。

結

果
と

な

り

ま

し
た
。

り
ま
す

の
で
、

三

二
年

六
月
末

う

に
と
考

え

て
お
り
ま
す
。

ま

で

の
間

、

宜

し
く

お
願

い
致

本

年

も
組
合

員

皆

様

方

の
ご

支

援

ご

協

力

を
得

な

が
ら
、

現
在

、

お
世
話

を
頂

い
て
お

し
ま
す
。

ま

た
、

こ

の
三
年

の

策
定

致

し
ま

し
た
行
動
指

針

に
基

づ
き
、

一
歩

ず

つ
着

実

に

り
ま
す
第

一
三
期
総

代

の
皆

様

間

に
、

他

の
方

と
交

代
す

る

こ

進

め

て
行

く

べ
く
、

役
員

職
員

共

々
に
努

力

し
て
参

り
ま
す

積

水

樹

脂

（
株

）

に
は
、
今

年

の
六

月
末

日
に
任

と

は

で
き

ま

せ

ん

の
で
、

く

れ

の
で
、

宜

し
く

お
願

い
致

し
ま
す
。

期

が
満

了
と

な

り

ま
す

。

ぐ
れ
も
ご

注
意

下
さ

い
。

今

年

も

ま
た
、
事

各

地
域

に
お

い
て
は
、

新

年

詳

し
く

は
三
月
開

催

予
定

の

務

所

玄

関

先

に

は

、

度

の
役

員

選
考

・
選

出
が

行

わ

総

代
代

表
者

会

に

お

い
て
、
ご

有

志

に
よ

り
特
大

の

平
成

二

二
年

に
締
結

し
た

琵

れ

て

い
る

こ
と

と
思

い
ま
す

が

説

明
申

し
上
げ

ま
す

。

広

報

「
門

松
」

を
設

置

し

琶
湖
森

林

づ

く

り
パ

ー

ト

ナ
ー

当

組
合

の
総

代
様

は
、

七
月

一

現
総

代

の
皆
様

に
は
三
年

間

行

て
頂

き

ま

し
た
。

協

定

も
新

た

に
五
年

間

延
長

さ

り
、

作
業

は
総

て
完

了
と

は
な

日
か
ら

の
就

任

と
な

り

ま
す

の

大
変

お
世

話

に
な

り
、
誠

に
有

発

れ
、
今

回

は
枝

打

ち
作

業

に
取

り

ま

せ

ん

で

し
た

が
、

蜂

刺

さ

で
、

お
間
違

い
の
な

い
よ
う

宜

り
難

う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

日

丁
酉

（
ひ

の
と
と

り
）

り
組

ま

れ
ま

し
た
。

れ
な

ど
被
害

は
無

く
、
無

事

に

６

輝

か

し
き
平
成

二
九

年

の
幕

一
〇
月

一
五

日

（
土
）

グ

リ

終

わ

る

こ
と
が

で
き

ま

し
た
。

２

開

け

で
す
。

ム
冒
険

の
森

周

辺

の
協

定
林

に

月

穏

や

か
な

お

正

月

と

な

っ
た

お

い
て
、
社

員

と
ご
家

族

五

一

１

四

日
午

前

九
時

、

馬

見
岡
綿

向

名

が
参

加
さ

れ
、

ヒ
ノ
キ

・
ス

年

神
社

に
お

い
て
、
恒

例

の
新

年

ギ

に
枝

打
ち
梯

子
を
使

い
、
枝

日
野

町
上

野

田

在

住

９

祈
祷

式

が

行

わ

れ
、

役
員
従

業

打
ち

体

験

を
さ

れ
ま

し
た
。

現
場

作
業

員

が
衰

退

し
、
労

年

齢

三

〇
歳

２

員

一
同
が
集

い
、

今

年

一
年

の

慣

れ
な

い

一
本
梯

子

に
よ

じ

働

力

の
確

保
が
難

し

い
中

、
昨

初

め
ま

し

て
。

成

安

全
祈

願
を
致

し
ま

し
た
。

登

り

「
普

段

で
き

な

い
体

験

年

九

月

一
日
よ

り
、

新

し
く

現

慣

れ
な

い
作

業

の
毎

日

で
す

、

平

こ

の
お
正

月

の
様

に
、

穏
や

だ

」

と

好
評

で
し
た
。

場
作

業
員

と

し

て
従
業

員

が
加

が
、

一
生

懸
命

頑
張

り

た

い
と

。

か
な

一
年

で
あ

り

ま
す

よ
う

、

あ

い
に
く
、

作
業

場

所

に

は

わ

り

ま

し
た
。

今

後

の
活

躍

に

思

い
ま
す

の
で
、
宜

し
く

お
願

願

い
た

い
も

の
で
す
。

大

き
な

ス
ズ

メ
バ

チ

の
巣

が

あ

期
待

を
寄

せ

て
お
り
ま
す
。

い
致

し
ま
す
。

わ た む きわ た む きわ た む きわ た む き

新
人
さ

ん

の
ご

紹
介
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桟
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ア
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ト
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力
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ま
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ま
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ほ
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ま
さ
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ほ
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ま
さ

や

く

ん
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結
果


